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１．報 告 

 

 報告第１号 諸般報告 

 

報告第２号 令和７年度要保護・準要保護の認定について 

  

２．議 案 

 

 議案第１号 きょういく【安平町教育大綱、安平町生涯学習計画（第４期計画）、安平町子ども計

画（子ども・子育て支援事業計画（第３期））】の変更について 

 

議案第２号 安平町社会教育委員の委嘱（補充）について 

  

議案第３号 安平町公民館運営審議会委員の委嘱（補充）について 

  

議案第４号 令和７年度安平町育英基金奨学生の採用について 

 

議案第５号 令和７年度安平町一般会計補正予算について 

 

議案第６号 安平町追分地区の学校づくりに関する諮問について 

  

３．そ の 他 

 (1)学校教育G   

 

 (2)教育指導G   

  

(3)社会教育G 

  

(4)次回の教育委員会の開催について 

 

日時：令和７年６月２５日（水）１３時３０分  

  

  



自 令和7年4月22日

至 令和6年5月27日

月　　日 事　　　　　　　　　　　　項 出　席　者

4月22日(火) 教育委員会

教育長・教育委員・
各教育次長・教育指
導参事・各専門官・
各GL

4月30日(水) 臨時町議会
町長・副町長・教育
長・各教育次長

4月30日(水) 議会全員協議会
町長・副町長・教育長・
各教育次長・各GL・担当
主査　ほか

5月7日(水) 定例校長等会議

教 育 長 ・ 各 教 育 次
長・教育指導参事・
各専門官・各GL・各
校園長

5月9日(木) 安平町体育協会総会
教育長・社会教育担当次
長

5月13日(火) 議会全員協議会
教育長・社会教育担当次
長・社会教育G・

5月13日(火)
追分小学校・追分中学校学校運営協議
会

教育長・学校教育担当次
長・各専門官・学校教育
G

5月14日(水) スポーツ推進委員会議
教育長・社会教育担当次
長・社会教育G・

5月15日(木) 早来学園学校運営協議会
教育長・学校教育担当次
長・各専門官・学校教育
G

5月16日(金) 市町村長政策研究会視察
町長・教育長・学校教育
G

5月18日(日) 神奈川県川崎市子ども夢パーク視察 教育指導参事

5月19日(月)
埼玉県久喜市教育委員会及び砂原小学
校視察

教育長・教育指導参事

5月20日(火) 教育タウンミーティング
教育長・各専門官・学校
教育G

5月22日(木) 定例教頭等会議
教育長・各教育次長・教
育指導参事・各専門官・
各GL・各校園教頭

5月22日(木) 教育タウンミーティング
教育長・各専門官・学校
教育G

教 育 委 員 会 諸 般 報 告

場　　　所

総合庁舎

早来学園

追分公民館

総合庁舎

総合庁舎

しばらく

総合庁舎

総合庁舎

総合庁舎

早来学園

追分公民館

総合庁舎

早来学園ほか

早来学園

総合庁舎



報告第２号 

 

令和７年度要保護・準要保護の認定について 

 

令和７年度要保護・準要保護の認定について次のとおり決定する。 

 

令和７年５月27日提出 

 

安平町教育委員会教育長 井 内  聖 

 

（提案理由） 

令和７年度の要保護・準要保護の認定について、審査結果に基づき決定したの

で報告するものである。 

 

 



議案第１号 

 

   きょういく【安平町教育大綱、安平町生涯学習計画（第４期計画）、安平 

町子ども計画（子ども・子育て支援事業計画（第３期））】の変更について 

 

安平町における教育関係計画を総合的に支援する計画の変更に関し議決を求

める。 

 

令和７年５月 27 日 

 

安平町教育委員会教育長 井 内  聖  

 

（提案理由） 

   きょういく【安平町教育大綱、安平町生涯学習計画（第４期計画）、安平

町子ども計画（子ども・子育て支援事業計画（第３期））】について、所要の

改正を実施するものである。 

 



議案第２号 

 

安平町社会教育委員の委嘱（補充）について 

 

安平町社会教育委員に関する条例（平成18年安平町条例第157号）第２条及び第３

条の規定により、別紙のとおり安平町社会教育委員を委嘱することについて、議決

を求める。 

 

令和７年５月27日提出 

 

安平町教育委員会教育長 井 内  聖 

 

（提案理由） 

現委員の退任に伴い、社会教育関係者を選出し補充委嘱するものである。 

 



安平町社会教育委員の委嘱（補充）について 

１．委 嘱 

氏 名 住  所 
性

別 

年

齢 

職業及び 

所  属 

条例における 

根    拠 

任  期 

（残任期間） 

阿 部 和 恵 早来北町55番地53 女 63 体育団体 
安平町社会教育委員に関す

る条例第２条第１項 

（社会教育関係者） 

令和7年6月1日 

～  
令和8年5月31日 

 

２．退 任 

氏 名 住  所 
性

別 

年

齢 

職業及び 

所  属 

条例における 

根    拠 
退任理由 

小 坂 亮 一 遠浅691番地50 男 71 体育団体 
安平町社会教育委員に関す

る条例第4条第１項による

退任（右記のとおり） 
退任のため 

 



№ 氏  名
性
別

住　　所 勤務・所属団体 委嘱の区分
年
齢

備考

1 野村
ノムラ

　治男
ハルオ

男 安平町遠浅691番地93 無　職 学識経験者 73

2 阿部
アベ

　和恵
カズエ

女 安平町早来北町55番地53 体育団体 社会教育関係者 63
R7.6.1
委嘱

3 丸子
マルコ

　明人
アキヒト

男 安平町早来栄町133番地57 非常勤講師（早来学園） 学識経験者 72

4 山城
ヤマシロ

  義
ギ

真
シン

男 安平町追分本町6丁目27番地 おいわけ子ども園長 学校教育関係者 39

5 小瀧
コタキ

　　綾
アヤ

女 安平町安平29番地1
ＮＰＯ法人団体
（ポラーナ）

学校教育関係者 44

6 吉田
ヨシダ

　圭介
ケイスケ

男 安平町早来栄町92番地5
はやきた子ども園
ＥＮＴＲＡＮＣＥ

社会教育関係者 42

7 福田
フクダ

　　 剛
ツヨシ

男 安平町早来栄町133番地70 はやきた子ども園長 学校教育関係者 55

8 三品
ミシナ

　秀
ヒデ

行
ユキ

男 安平町追分本町7丁目4番地2 追分中学校長 学校教育関係者 55
R7.4.1
委嘱

9 関東
カントウ

　英
ヒデ

政
マサ

男 安平町追分本町５丁目90番地 追分小学校長 学校教育関係者 56
R7.4.1
委嘱

10    庄司
ショウジ

　健
タケ

浩
ヒロ

男 安平町追分花園４丁目２番地 追分高等学校長 学校教育関係者 55

11 青木
アオキ

　明子
アキコ

女 安平町早来栄町109番地24
団体代表（自然体験
農園とあさ村）

社会教育関係者 57

12 河野
コウノ

　真由美
マユミ

女 安平町追分本町６丁目46番地
追分公民館図書室
（会計年度任用職員）

社会教育関係者 57

13 秋田
アキタ

　実
ミノル

男 安平町早来富岡９番地３ 旧安平町ＰＴＡ連合会長 家庭教育 51

14 木村
キムラ

　由佳
ユカ

女 安平町早来北進85番地２ オンラインサロン経営者 社会教育関係者 48

14名

安平町社会教育委員名簿(社会教育法第15条第２項）

（※委嘱期間：令和６年６月１日～令和８年５月31日）



議案第３号 

 

安平町公民館運営審議会委員の委嘱（補充）について 

 

安平町公民館条例（平成18年安平町条例第159号）第６条の規定により、別紙のと

おり安平町公民館運営審議会委員を委嘱することについて、議決を求める。 

 

令和７年５月27日提出 

 

安平町教育委員会教育長 井 内  聖 

 

（提案理由） 

現委員の退任に伴い、社会教育関係者を選出し補充委嘱するものである。 



安平町公民館運営審議会委員の委嘱（補充）について 

１．委 嘱 

氏 名 住  所 
性

別 

年

齢 

職業及び 

所  属 

条例における 

根    拠 

任  期 

（残任期間） 

阿 部 和 恵 早来北町55番地53 女 63 体育団体 
安平町公民館条例第６条第

１項 

（社会教育関係者） 

令和7年6月1日 

～  
令和8年5月31日 

 

２．退 任 

氏 名 住  所 
性

別 

年

齢 

職業及び 

所  属 

条例における 

根    拠 
退任理由 

小 坂 亮 一 遠浅691番地50 男 71 体育団体 
安平町公民館条例第６条第

4項による退任（右記のと

おり） 
退任のため 

 



№ 氏  名
性
別

住　　所 勤務・所属団体 委嘱の区分
年
齢

備考

1 野村
ノムラ

　治男
ハルオ

男 安平町遠浅691番地93 無　職 学識経験者 73

2 阿部
アベ

　和恵
カズエ

女 安平町早来北町55番地53 体育団体 社会教育関係者 63
R7.6.1
委嘱

3 丸子
マルコ

　明人
アキヒト

男 安平町早来栄町133番地57 非常勤講師（早来学園） 学識経験者 72

4 山城
ヤマシロ

  義
ギ

真
シン

男 安平町追分本町6丁目27番地 おいわけ子ども園長 学校教育関係者 39

5 小瀧
コタキ

　　綾
アヤ

女 安平町安平29番地１
ＮＰＯ法人団体
（ポラーナ）

学校教育関係者 44

6 吉田
ヨシダ

　圭介
ケイスケ

男 安平町早来栄町92番地5
はやきた子ども園
ＥＮＴＲＡＮＣＥ

社会教育関係者 42

7 福田
フクダ

　　 剛
ツヨシ

男 安平町早来栄町133番地70 はやきた子ども園長 学校教育関係者 55

8 三品
ミシナ

　秀
ヒデ

行
ユキ

男 安平町追分本町7丁目4番地2 追分中学校長 学校教育関係者 55
R7.4.1
委嘱

9 関東
カントウ

　英政
ヒデマサ

男 安平町追分本町5丁目90番地 追分小学校長 学校教育関係者 56
R7.4.1
委嘱

10 　 庄司
ショウジ

　健
タケ

浩
ヒロ

男 安平町追分花園4丁目2番地 追分高等学校長 学校教育関係者 55

11 青木
アオキ

　明子
アキコ

女 安平町早来栄町109番地24
団体代表（自然体験
農園とあさ村）

社会教育関係者 57

12 河野
コウノ

　真由美
マユミ

女 安平町追分本町６丁目46番地
追分公民館図書室
（会計年度任用職員）

社会教育関係者 57

13 秋田
アキタ

　　実
ミノル

男 安平町早来富岡９番地３ 旧安平町ＰＴＡ連合会長 家庭教育 51

14 木村
キムラ

　由佳
ユカ

女 安平町早来北進85番地2 オンラインサロン経営者 社会教育関係者 48

（※委嘱期間：令和６年６月１日～令和８年５月31日）

14名

安平町公民館運営審議会委員名簿 （社会教育法第29条）



議案第４号 

 

   令和７年度安平町育英基金奨学生の採用について 

 

安平町育英基金奨学金給与要綱（平成19年安平町教育委員会告示第３号）第６条

の規定により、令和７年度安平町育英基金奨学生の採用決定することについて議決

を求める。 

 

令和７年５月27日提出 

 

安平町教育委員会教育長 井 内  聖   

 

（提案理由） 

令和７年度安平町育英基金奨学金申請者について審査し奨学生の採用を決定す

るものである。 

 

 

 



議案第５号 

 

令和７年度安平町一般会計補正予算について 

 

令和７年度安平町一般会計補正予算を別紙のとおり提出する。 

 

令和７年５月27日提出 

 

安平町教育委員会教育長 井内 聖 

 

（提案理由） 

令和７年度安平町一般会計補正予算について、地方自治法第218条第１項の規

定により提案するものである。 

 



10
1

03 005

6,471,000 0 6,471,000 6,485,416 15
006

5,435,000 0 5,435,000 5,447,754 13

10
1

13 101

197,000 108,790 88,210 90,000 2

10
1

17 002

222,000 0 222,000 1,144,240 923
003

13,625,000 251,831 13,373,169 13,997,169 624

10
1

10 006

300,000 175,186 124,814 619,000 495

パソコン及び関連機器等 追分中学校の支援学級増に伴う備品購入のため
支出見込13,997千円－予算残13,373千円＝624千円

備　　　　　考
(上段：補正理由、下段：算出根拠)

需用費

補正額(千円)

⑥修繕料 追分中学校校長住宅の修繕工事による増額
支出見込795千円－予算残300千円＝495千円

教育総務費／ 5 教員住宅管理費 1008-01-1　学校施設管理経費（経常）

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額 補正額(千円)

 教育費
教育総務費／ 4 教育振興費 1008-01-1　学校施設管理経費（経常）

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額 補正額(千円)

備　　　　　考
(上段：補正理由、下段：算出根拠)

備　　　　　考
(上段：補正理由、下段：算出根拠)

使用料及び賃
借料

校務支援システム利用料 ドメイン利用料の料金改定による増額
支出見込90千円－予算残88千円＝2千円

 教育費

 教育費
教育総務費／ 4 教育振興費 1008-01-2　学校施設管理経費（投資）

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額

学校教育グループ 一般会計補正資料　［Ｒ７年６月定例議会]

<歳出>

会計年度職員の勤勉手当が不足するため
支出見込5,448千円－予算残5,435千円＝13千円

備　　　　　考
(上段：補正理由、下段：算出根拠)

備品購入費 施設管理備品 早来学園の１年生が46人となったため不足する備品を購入する

支出見込1,145千円－予算残222千円＝923千円

 教育費
教育総務費／ 4 教育振興費 1004-01-1　教育振興経費（経常）

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額 補正額(千円)

職員手当等 期末手当 会計年度職員の期末手当が不足するため
支出見込6,486千円－予算残6,471千円＝15千円

勤勉手当



10
2

10 001

1,120,000 28,670 1,091,330 1,256,330 165
15 005

188,000 0 188,000 23,000 ▲ 165

10
3

10 001

823,000 91,858 731,142 947,142 216
15 005

187,000 382 186,618 10,618 ▲ 176
17 010

300,000 0 300,000 260,000 ▲ 40

10
4

10 001

2,868,000 236,426 2,631,574 3,038,574 407
15 005

470,000 28,380 441,620 34,620 ▲ 407

10
6

10 006

500,000 270,820 229,180 462,666 234

備　　　　　考
(上段：補正理由、下段：算出根拠)

需用費 ⑥修繕料 配送車及び保管庫基盤の修繕のため
支出見込734千円－予算残500千円＝234千円

保険体育費／ 4 学校給食費 1208-01-1　給食センター管理運営経費（経常）

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額 補正額(千円)

 教育費

支出見込23千円－予算残188千円＝▲165千円

支出見込1,256千円－予算残1,091千円＝165千円
追分小学校との協議により消耗品費に振替えるため

需用費 ①消耗品費 追分小学校との協議により研修用資材から振替えるため

1051-01-1　小学校教育振興経費（経常）

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額 補正額(千円)

原材料費 研修用資材

 教育費

支出済額 予算残額 今後支出見込額

備品購入費 図書 追分中学校との協議により消耗品費に振替えるため
支出見込260千円－予算残300千円＝▲40千円

 教育費

追分中学校との協議により消耗品費に振替えるため
支出見込11千円－予算残187千円＝▲176千円

備　　　　　考
(上段：補正理由、下段：算出根拠)

小学校費／ ２ 教育振興費

需用費 ①消耗品費 早来学園との協議により研修用資材から振替えるため
支出見込2,984千円－予算残2,577千円＝407千円

科目(節) 項　　目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出見込額

原材料費 研修用資材 早来学園との協議により消耗品費に振替えるため
支出見込35千円－予算残442千円＝▲407千円

 教育費
中学校費／ ２ 教育振興費 1071-01-1　中学校教育振興経費（経常）

科目(節) 項　　目 予算額

補正額(千円)
備　　　　　考

(上段：補正理由、下段：算出根拠)

義務教育学校費／ ２ 教育振興費 1086-01-1　義務教育学校教育振興経費（経常）

原材料費 研修用資材

需用費 ①消耗品費 追分中学校との協議により研修用資材・図書から振替えるため

支出見込713千円－予算残497千円＝216千円

補正額(千円)
備　　　　　考

(上段：補正理由、下段：算出根拠)



学校給食センター 一般会計補正（６月議会補正）資料
<歳出>

10 教育費
6 保健体育費/4学校給食費

科目（節） 項                    目 予算額 支出済額 予算残額 今後支出
見込額 補正額（千円）

500,000 270,820 229,180 462,666 234

1208-1-1給食センター管理運営経費（経常）

備考（上段：補正理由、下段：算出根拠）

10需用費 006修繕料 2001号給食配送車（飛石）、消毒保管庫（基盤）修繕
配送車143,836円、消毒保管庫89,650円　合計233,486円



議案第６号 

 

   安平町追分地区の学校づくりに関する諮問について 

 

安平町追分地区における学校づくりに関して、学校運営協議会への諮問する

ことについて、議決を求めます。 

 

令和７年５月 27 日 

 

安平町教育委員会教育長 井 内  聖  

 

（提案理由） 

   本町では、追分小学校の施設老朽化を契機として、2032 年（令和 14 年）

を一つの目安に、追分地区における学校づくりに関する基本構想の検討を

進めていく予定です。 

   その前段として、今後の検討の基礎とするため、追分地区の学校運営協議

会に対して諮問を行い、地域の多様な声を踏まえた答申を求めたいと考え

ております。 



（案） 
安 教 第   号 

令和 年 月  日 

追分地区学校運営協議会 様 

 

安平町教育委員会 

教育長 井 内  聖 

 追分地区の学校づくりに関する諮問について 

 

平素より、本町の学校教育の推進にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございま

す。 

 さて、追分地区においては、既存施設の老朽化に伴い、2032 年（令和 14 年）を一つ

の節目とした学校改築や統合の検討が始まろうとしております。 

本町ではその前提として、「子どもたちにとって望ましい学校の在り方」や「地域とと

もにある学びの場の理想像」について、地域住民の皆さまとともに対話を通じて共有・

熟議していくことが重要であると考えております。 

 つきましては、下記の４つの視点に沿って、貴協議会におかれましてもご意見を賜り

ますよう、お願い申し上げます。 

 

【諮問事項（４つの視点）】 

1. 子どもたちにとって望ましい学び・育ちの姿 

 これからの時代を生きる子どもたちに、どのような学びや経験が必要か。 

2. 追分地区にふさわしい学校のコンセプト 

 地域らしさや歴史・風土を踏まえ、どのような学校が望ましいか。 

3. 追分地区全体の教育環境のあり方 

 就学前から義務教育まで、追分地区全体としてどのような教育の姿が理想的か。 

4. 文化エリアとしての追分の特性を生かした教育の可能性 

 文化的資源や地域活動と連携した学びや環境づくりについて、どのような可能性があ

るか。 

今後の基本構想の検討に資するため、率直かつ具体的なご意見をいただきますようお

願い申し上げます。 

 


